

























































































1957（S32）年度… 3・4年 新3年は他校から募集     
学級担任：和田繁、寒川二三雄 
1958（S33）年度… 3・4年 新3年は他校から募集      
学級担任：山本義次 
1959（S34）年度… 3・4年 新3年は他校から募集      
学級担任：山本義次 
1960（S35）年度… 3・4年 新3年は他校から募集      
学級担任：山本義次  
1961（S36）年度… 3・4年  以後、附属小学校2 
年から3年・4年の複式へ  学級担任：南方久晴 
1962（S37）年度… 3・4年  学級担任：南方久晴 
1963（S38）年度… 3・4年  学級担任：南方久晴 
1964（S39）年度… 3・4年  学級担任：中西 学 
1965（S40）年度… 1・2年  学級担任：中西 学 
1966（S41）年度… 1・2年  学級担任：薮田英二 
         3・4年   学級担任：辻 靖司 
1967（S42）年度… 1・2年  学級担任：薮田英二 
3・4年  学級担任：辻 靖司 
         5・6年  学級担任：吉田富哉 
1968（S43）年度…1・2年  学級担任：広瀬正文 
         3・4年  学級担任：辻 靖司 









































































 本校 分校 計 
小学校総数 363 77 440 
（うち複式のある学校数） 88 60 148 
学級総数   3528 
（うち複式学級総数）   317 
 
 本校 分校 計 
中学校総数 169 21 190 
（うち複式のある学校数） 1 7 8 
学級総数   1440 
（うち複式学級総数）   8 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4）片山頴太郎編『こども』第 10 号、同、1955 年 10
月、27～33頁。 
5）ただし、和田は1957年3月発行の『こども』第14
号に掲載された「複式2年」の冒頭で「この複式学
級がうまれたのは1昨年の春です（ずっと前にも設
置していたらしいですが）」と述べている。この「ず
っと前にも設置していたらしいですが」については、
筆者はまだ解明できていない。 
6）「複式2年」片山頴太郎編『こども』第14号、同、
1957年3月、29頁。 
7）前掲『こども』第37号、10頁。 
8）和田は、この2名の児童について、学習活動ではリ
ーダー性を発揮するが、グローブを持っていなかっ
たため、「進んで入っていこうとする気落ちを弱めて
いた」と分析している。 
9）前掲『こども』第10号、27頁。 
10）前掲『こども』第14号、29～34頁。 
11）佐藤学・和歌山大学教育学部附属小学校『質の高
い学びを創る授業改革への挑戦―新学習指導要領を
超えて―』東洋館出版社、2009年、58頁。 
12）前掲『こども』第37号、8～13頁。 
13）これは、県へき地教育研究会の誤記であると思わ
れる。 
14）南佐三編『こども』第39号、同、1965年10 月、
39～46頁。 
15）熟読すべきであった書籍・資料としては、次のも
のがあるが、主に執筆時間の制約から活用すること
ができなかった。忸怩たる思いでいっぱいである。
読者においては、これらの文献にもお目通しいただ
き、小論の不備を補っていただければ幸甚である。 
 ・和歌山県へき地教育研究会・和歌山県へき地教育
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振興会・和歌山県複式教育研究会編『和歌山県へ
き地教育二十年史』和歌山県へき地教育研究会、
1970年。 
 ・和歌山県教育委員会総務室編『へき地教育調査報
告書』同、1955年。 
 ・和歌山県教職員組合へき地対策部編『わかやまの
へき地と教育 実態調査 山の子供たち』同、1956
年。 
 ・文部省調査局調査課編『へき地教育の実態 昭和
30年度 へき地教育の調査報告書』文部省、1956
年。 
 ・全国へき地教育研究連盟編『へき地教育20年―そ
の歩み・成果と展望―』同、1971年。 
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